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Super Hard ⾼硬度

Nanoporous ナノ空孔

Conductive 導電性

⿊⾊度が⾼く、単分散かつ真球状のカーボン微粒⼦

d = 340 nm
CV = 6.8 %

d = 627 nm
CV = 6.4 %

d = 151 nm
CV = 9.1 %

d = 1.01 µm
CV = 2.0 % 1 µm

特 徴
⿊⾊ 可視光領域の拡散反射率が3%以下
粒⼦サイズ 数100 nm 〜 数µｍで制御可能
真球状 球形度が95%以上
単分散性 CV値が8%以下
カーボン含有率 85%以上

機 能
導電性 粉体抵抗率が100オーダー
分散性 広範な溶媒、ポリマーに分散可
構造制御 フェノール性原料に基づく化学構造制御が可能
⾼硬度 > 60 MPaで球形を維持
多孔質 ミクロ孔（〜2 nm）・⽐表⾯積（〜700 m2/g）
複合化 ⾦属/無機ナノ粒⼦との複合化（検討中）

本技術に関する知的財産権 本技術に関連する学術論文



プロジェクター未投影時

g スケールでのサンプル提供が可能です︕お気軽にお声がけください︕

触媒材料など

⾦属コーティング表⾯化学修飾 異種ナノ粒⼦固定化 多孔質化

導電材料など複合材料など 吸着材料など

NH2
COOH

SH

or

or

など

l 界⾯活性剤・分散剤フリー
l 触媒・開始剤フリー
l 特殊な装置・条件は不要

ポリマー微粒⼦

単分散・真球状
カーボン微粒⼦カーボン微粒子複合フィルム

カーボン微粒⼦

光学顕微鏡写真

カーボン化
（熱処理）

1 µm1 µm

カーボン微粒⼦

加熱・重合

不定形
⽩⾊微粒⼦

プロジェクター投影時（市松模様）

簡便・シンプルな微粒⼦合成プロセス

溶媒

カーボン微粒⼦の多様な可能性

異種物質複合化カーボン微粒子

⾼彩度・⾼精細・⾼解像度

金属ナノ粒子複合化
カーボン微粒子

無機ナノ粒子複合化
カーボン微粒子

カーボン微粒子充填カラム
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カーボン微粒⼦充填カラム

Viscosity of solvent (mPa/s)
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